




たころ、 学内で中古文学会の春季大会が開かれた。その際、関連行事として香雪記念館で併催したのが「源氏物語展」（実践女子大学文芸資料研究所・中古文学会の共催） 。 『源氏物語』明融本・古活字本、 『紫式部集』 、寂恵本『拾遺集』などなど、実践女子大学所蔵 の精髄ともいうべき古典籍を公開し、参集し 方々の好評をいただいた。 『源氏物語』というブランド力によるものといえるかもしれな 。
その後、さらなる公開要請の声に応えるかたちで当該物
語の展覧会 学内で開く機会が多くなり、二〇〇九年一一月に、実践女子学園創立一一〇周年記念 して「源氏物語
の古筆切」シンポジウムと展覧会をおこなったことはひとつの転機になった、と思われる。――というのは、 「古筆切」が一般的な関心から外れた、かなり専門的 分野であり、敬遠されるのではないかという当方の思い込みに反して、一般の多くの参加者に恵まれ、同種の企画を希望する声もうかがって、関心が必ずしも低くない いうこ を実感したからである。
右のシンポジウムにパネリストとしてご登壇ねがった田




















んどが底本としているように、むしろ「大島本の呪縛」のために、かえって『源氏物語』の本文研究は大きく立ち後れている。大島本の問題点は、乱暴なくくり方をすれば、要するに室町期の写 である、とい ところに根ざしているのではな だろう 。本文を検討 た結果、遡源できる可能性があ
―
と主張したとしても、その前提条件や論







について、研究者たちの間で深く認識され ようになっており、断片にすぎないとはいえ、本文研究においてはもや看過しがたい という気運が醸成されているの ないか。古筆切研究のパイオニアの一人・田中登は、
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陽明文庫の「陽明叢書」 （思文閣出版）徳川黎明会の「徳川黎明会叢書」 （同）細川家永青 永青文庫叢刊」 （汲古書院）冷泉家時雨亭文庫 冷泉家時雨亭叢書」 （朝日新聞社）
等々のなかの古筆手鑑所収 巻冊があり、名だたる手鑑―

































































































































































































































































なところにツレとおぼしき切があった。これも最近文芸資料研究所で別途に入手した一葉 （写真５） だった。 〔写真４〕と比較していただきたい。
写真５の断簡（
乙
）の寸法は、縦一三 ・ 四㎝、横一二 ・ 〇㎝





































































































































残りやすく、ツレを探す際にもそれが役に立つ場合が少なくない。しかし、当該断簡のように「伝為忠筆？ のような収まりの悪い断簡の場合、 「どこかで見たような筆跡」と思いつつ、なかなかツレにめぐりあ 「幸運」に恵まれにくい。
古筆切に精通した研究者は、この点おそろしく記憶がよ










 伊井春樹『源氏物語論とその研究世界』 （風間書房、二〇〇二年一一月刊） 、中古文学会関西部会編『大島本源氏物語の再検討』 （和泉書院、二〇〇九年 〇月刊） 、佐々木孝浩『日本古典書誌学論』 （笠間書院、二〇一六年六月刊）などの所収論文参照。
（３）
 田中登「古筆切の発生と源氏物語」 （実践女子大学文芸資料研究所『年報』第二九号、 二〇一〇 三 ） 、 三 頁。
（４）
 田中登『古筆切の国文学的研究』 （風間書房、 九九七年九月刊）第六章第二節「源氏物語の古筆切 三〇七頁。
（５）

























 伊井春樹『源氏物語論とその研究世界』 （風間書房、二〇〇二年一一月刊） 、中古文学会関西部会編『大島本源氏物語の再検討』 （和泉書院、二〇〇九年 〇月刊） 、佐々木孝浩『日本古典書誌学論』 （笠間書院、二〇一六年六月刊）などの所収論文参照。
（３）
 田中登「古筆切の発生と源氏物語」 （実践女子大学文芸資料研究所『年報』第二九号、 二〇一〇 三 ） 、 三 頁。
（４）
 田中登『古筆切の国文学的研究』 （風間書房、 九九七年九月刊）第六章第二節「源氏物語の古筆切 三〇七頁。
（５）
 横井孝「源氏物語鎌倉期本文の可能性」 （中 学会関西部会編『 氏物語
　
本文研究の可能性』和泉書院、
〈二〇一六年五月刊行予定だったが、かなり遅延しており、未刊〉所収） 。
（６）
 田中登『失われた書を求めて
―
私の古筆収集物語』 （青
簡舎、二〇一〇年四月刊） 、一六五～一 六頁。
（７）
 書き入れに割印のような長方形の墨印が押されている図版（写真７）参照。
〔写真 7〕手習断簡の裏面
